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分 

類 

連携パターン

他の施策（防災、防犯など）との連携 ○ 

他の機関（他の自治体、警察、学校、企業など）との連携 － 

市民や NPO との連携 ○ 

事業分類 4. 地域巡回・パトロール活動の強化 

【事例６】地域巡回・パトロール活動の強化（長野県岡谷市） 

地域住民が小中学校の登下校時刻にあわせて、屋外活動を行なうようにする

ことで、地域で子どもたちを見守る「ふれあいたいむ」。 

 

1. 取り組みの概要 

（１）取り組みの背景と目的 

・ 昨今全国的に登下校時の交通事故や連れ去り事件等、児童や生徒が被害者となる犯罪が

多発しており、岡谷市教育委員会へ寄せられる不審者情報も増加している。こうした状

況を受けて、警察、学校及び PTA 等でもパトロールを実施しているが、それにも限界

があるため、地域住民の協力が必要となっている。そこで、地域全体で子どもたちを見

守る「ふれあいたいむ」を実施することとなった。 

・ 「ふれあいたいむ」の目的は、地域住民ひとり一人が子どもたちに関心をもち、子ども

たちをあたたかく見守り、子どもたちの安全と安心を守ることである。 

 

（２）取り組み内容 

・ 地域住民に対して、「散歩」「ジョギング」「畑仕事」「除雪」等といった屋外活動を、小

中学校の登下校時刻「ふれあいたいむ」（7:00～8:00、15:00～17:00）になるべく

合わせて実施してもらい、地域の子どもたちを見守ってもらうよう、ホームページやチ

ラシ等で呼びかけている。 

・ 春、秋には「ふれあいたいむ」の強化旬間を設けて、注力的に取り組んでいる。特に春

については、各学校の通学路を登校時に教育委員会が巡回している。 

 

（３）連携先機関 

・ 「ふれあいたいむ」については、交通安全担当課ではなく、教育委員会（教育部）教育

総務課が主体となって実施している。交通安全担当課を含め、他の機関とは特に連携し

ていない。 

 

（４）事業体制 

当該事業予算 ― 

本事業担当職員数 ― 
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２．取り組みの成果・効果 

（１）実績 

・ 協力している市民の人数等、実績については特に把握していない。 

 

（２）成果 

・ 子どもの交通安全に対する意識や行動が変化するとともに、以下のような成果があると

担当者としては認識しているとのことである。 

 あいさつ等、子どもが地域住民とコミュニケーションを取れるようになった。子

どもたちの服装の乱れ、いじめ等をチェックすることができ、教員が通学中の子

どもたちの様子を把握することができる。また、地域住民が子どもたちを見守る

ことで、地域とのつながり、地域の子どもたちへの関心が高まった。 

 地域で見守ることで、子ども関連以外の地域住民のコミュニケーションが取れる

ようになり、子ども関連以外の犯罪防止にもつながる。 

 

 

３．取り組みにおける課題・留意点と工夫点 

（１）課題・留意点 

・ 強制力のある取り組みではないため、市民の理解や協力を得ることが課題となる。 

 

（２）取り組みにおける工夫点 

・ 各戸へ配られる広報、商工会議所を通じて企業、商業者への周知を図っている。春には

教育委員が各学校の通学路で見守りをしているボランティアの方にお礼のあいさつにま

わっている。 

 

（３）今後の課題・展望 

・ 今後の方針については、特に定まっていないが、継続してこの取り組みを行なっていく予定

である。 
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４．取り組みの状況 

 

 

 
本事業の URL 

  http://www.city.okaya.lg.jp/okayasypher/www/service/detail.jsp?id=1128 

 

市町村人口 

（平成 23 年 3 月 31 日） 

交通安全担当職員数 

専任 兼任 計 

52,860 人 － 2 人（正規職員） 

4 人（嘱託、臨時職員） 

6 人 

 

年 平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 

交通事故件数 267 240 289 

 

【本件問い合わせ先】 

長野県岡谷市 

市民環境部市民生活課 

0266-23-4811 


